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本論文は「Empathic Tutoring Character Agents Interacting with Learner's States(学
習者状態とインタラクションする共感的教育キャラクターエージェントの研究)」と題し，

英文で記されており，11 章から成る． 
第 1 章「Introduction(序論)」では，オンライン教育は盛んになってきているものの学習

者とのインタラクションは実世界教育と比べて遅れており，特に学習者のノンバーバル情

報を利用しリアルタイムでインタラクションすることによって学習の効率の向上が図るこ

とが重要になるという，本研究の背景について述べている． 
第 2 章「Background and Related Work(背景と関連研究)」では，本研究の背景となるオ

ンライン教育とについて説明し，視線情報やキャラクターエージェントを用いる関連研究

について記している． 
第 3 章「Outline of Agent Tutoring System(教育エージェントシステムの概要)」では，

以下のような本研究の共感的学習インタフェースの手法を記している．学習者の視線情報，

マウス動作，入力，動作時間，ウェブカメラから得る学習者の状況などを取得し，エージ

ェントがこれらを利用して，学習の動き，学習のパフォーマンスを考慮し，学習者の注視

を引き，学習過程において支援をし，学習者の特性に応じて適切に対応をするようにする． 
第 4 章「Description of Rules and Methodology for Empathic Tutoring Interface(共感

的教育エージェントのルールと手法)」では，システム構造と学習，インタラクションの原

理，システムのインタラクションの方法を記している． 
第 5 章「Multiple Agent Tutoring vs. Single Agent Tutoring(複数エージェントと単一エ

ージェントによる教育システム)」では，単一エージェントを用いるプロトタイプシステム

と複数エージェントを用いるプロトタイプシステムの比較実験を行い，複数エージェント

を用いる利点を示している． 
第 6 章「Multiple Learner Interface(複数学習者用のインタフェース)」では，エージェ

ントが学習者とコミュニケーションしながら複数学習者と情報共有したり，学習コミュニ

ティを形成するのを手伝う，多人数に対応する教育エージェントシステムを示している． 
第 7 章「Real-time Eye-tracking Interaction System(視線情報を用いるリアルタイムイ

ンタラクション・システム)」では，キャラクターエージェントが学習者のリアルタイム視

線情報を用いて学習者とインタラクションを行うシステムについて記している．学習者の

視線情報や学習の動き，学習のパフォーマンスをエージェントが考慮して，学習者とイン

タラクションを行いながらよりよい学習環境を築いていく．プロトタイプシステムを作成

して評価実験を行い，効果を示している． 
第 8 章「Physiological, Mouse Movement and Other Information in Empathic 

Tutoring(生体情報，マウス動作や他の学習者情報を用いる共感的教育)」では，学習者の生

体情報などの情報を用いるインタラクションについて記し，システムの評価実験を行って

いる． 
第 9 章「Agent Communication Platform for Multiple Channels of Information(多チャ

ネル情報のためのエージェントコミュニケーション・プラットフォーム)」では，学習者の



多チャンネル情報を処理するプラットフォームを構築している．ここでは各学習者情報を

モジュール化することによりエージェントが利用しやすくしている．また容易にユーザに

フィードバックを与えられるコミュニケーションシステムについて考案し，実装している． 
第 10 章「User Studies with Think-aloud Design Method (Think-aloud 手法を用いるユ

ーザ評価実験)」では，キャラクターエージェントを用いる共感教育インタフェースに関し

て Think-aloud 手法（発話思考法）による実験，考察を行っており，キャラクターエージ

ェントが学習者とリアルタイムでインタラクションすることによって学習パフォーマンス

向上に繋がる効果を示している． 
第 11 章「Conclusion and Future Work(結論と今後の課題)」では，本論文の成果をまと

め，共感教育インタフェースの今後の展望について述べている． 
以上を要するに，本論文は，学習者の視線情報，入力情報，生体情報などを取得し，

教師役のキャラクターエージェントがこれら情報を利用して，学習者の学習の動き，学

習パフォーマンス等の状況を把握し，学習者とインタラクションする共感的学習インタ

フェースの設計と構成法を提示し，プロトタイプシステムの構築と実験を通じてその効

果を実証したものであり，電子情報学上貢献するところが少なくない． 
よって本論文は博士（情報理工学）の学位論文として合格と認められる． 
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